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研 究

肺がん患者における術中麻酔薬の違いによる免疫抑制メカニ
ズムの機序

日本における肺がん手術患者数は増加し、手術患者の高齢化
が進んでいる。胸腔鏡技術などの発達により、肺がん手術の
低侵襲化は進んでいるが、他の手術に比して侵襲が高いと言
えます。
また、麻酔薬は一般的に免疫抑制を引き起こすといわれてい
ます。手術前後の免疫抑制は術後の合併症や癌の再発の増加
につながる可能性があると考えられます。
そこで我々は「術中麻酔薬の違いによる免疫抑制メカニズム
の機序の解明」に取り組んでいます。現在臨床で主に使用さ
れている静脈麻酔薬プロポフォール、吸入麻酔薬セボフルラ
ン、デスフルランについて解析を行っているが、2020年に新
規採用されたレミマゾラム（超短時間作用性ベンゾジアゼピ
ン・本邦先行発売）についても解析を行う予定です。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

1.肺がん患者における術中麻酔薬による免疫抑制メカニズムの

機序解明①プロポフォールと吸入麻酔の比較。②新規静脈麻酔
薬レミマゾラムを加えた検討

 2. 静脈麻酔薬がもたらす抗炎症効果の分子機構の解明
 3.水素ガスと吸入麻酔薬の併用が虚血時の神経細胞やグリアへ
与える影響のメカニズム解明

担当教授 西村 欣也
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Department of Anesthesiology
and Pain medicine

Research

Immunosuppressive mechanisms of different 
intraoperative anesthetics in lung cancer patients
The number of patients undergoing lung cancer surgery in Japan 
has risen in recent years, and the number of elderly people 
undergoing this surgery are also increasing. Although the 
development of techniques such as thoracoscopy has led to lung 
cancer surgery being less invasive, it remains a highly invasive 
procedure compared with other types of surgery. Anesthetics are 
generally believed to have an immunosuppressive effect. 
Preoperative and postoperative immunosuppression may lead to 
postoperative complications and increase cancer recurrence.
We have therefore begun investigating the immunosuppressive 
mechanisms of different intraoperative anesthetics. We have been 
analyzing the major anesthetics currently in clinical use (the 
intravenous anesthetic propofol and the inhaled anesthetics 
sevoflurane and desflurane), and in 2020 we will also begin an 
investigation of remimazolam, an ultra-short-acting 
benzodiazepine that has been approved for use in Japan ahead of 
in other countries.

Main Research Topics

Summary of Research

 1. Analysis of the immunosuppressive mechanisms of action of intraoperative anesthetics in lung 
cancer patients: (a) Comparison between propofol and inhaled anesthetics; (b) additional study of 
the novel intravenous anesthetic remimazolam.

 2. Analysis of the molecular mechanisms underlying the anti-inflammatory effects of intravenous 
anesthetics.

 3. Analysis of the mechanisms underlying the effects of combining hydrogen gas with inhaled 
anesthetics on neurons and glia under ischemic conditions.

Aspects 
covered 
by our 

research

Aging/Cancer

Surgical invasion
anesthesia

Immunosuppression

Analysis of mechanism

Screening for new treatment 
drug targets
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研 究

疫学研究：
本邦での疼痛に関する疫学研究は、運動器疼痛の疫学研究が多いですが、われわれは、神経障害性疼痛や女性
の痛みなど他分野からのアプローチを行ってきました。現在は中枢感作も含めて慢性疼痛の関連因子を解明す
る研究を施行中です。
臨床研究：
当講座の臨床部門であるペインクリニックには、多くの神経障害性疼痛の患者を治療しており、疼痛医療のア
ンメットニーズに応えるためにも、３−DVRなど非薬物療法も含めた新たな治療法の試みや、治療反応性の分
析などを行っています。遷延性術後痛では、多施設共同研究を施行し、今後はその予防につながる研究を予定
しています。
基礎研究・トランスレーショナルリサーチ:
グリア細胞シグナル伝達における鎮痛薬、鎮静薬、運動の影響を解析することにより、慢性疼痛の発生機序解
明および新規治療法開発を目指しています。
また、客員教授の指導のもとに、星薬科大学、国立がんセンタ- 慈恵医科大学と連携してトランスレーショナ
ルリサーチを行ってきました。今後も臨床につながるような研究を目指しています。

主な研究テーマ

主な研究内容
スタッフ

１．疫学研究：慢性疼痛疾患に対する現状や関連因子の検証
２．臨床研究：①神経障害性疼痛に対する治療反応性の検討 ②多面的評価か

らの疼痛疾患の特性の解明 ③遷延性術後痛のリスク因子の探索
３. 基礎研究/トランスレーショナルリサーチ：①グリア細胞シゲナル伝達に

おける鎮痛薬の影響 ②運動誘発性鎮痛の機序に対する分子生物的解明
③神経障害性疼痛と後天性遺伝子修飾との関連性 ④遷延性術後痛の発生

機序の解明 ⑤オピオイド鎮痛薬の薬理学的特性の探索
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1. Epidemiological study:
While many epidemiological studies have been conducted in Japan on musculoskeletal pains, our department 
has targeted neuropathic pains as well as pains specific to women. Our current focus is the elucidation of factors 
including the CNS sensitization that are related to chronic pains.

2. Clinical study:
Our pain clinic serves as the clinical arm of our department treating a large number of neuropathic pain patients. 
Evaluation of novel treatment methods including non-pharmacological therapies such as 3-DVR and analysis of 
treatment responsiveness are some of our efforts to meet the unmet need in pain treatment. We have also 
conducted a multicenter joint research for the chronic postsurgical pains, with the results from which we expect 
to gain further insights into preventive measures to them.

3. Basic/translational research:
We aim to elucidate the mechanism of and to develop novel therapeutic methods for chronic pains by analyzing 
the effects of analgesics, sedatives and exercise in the glia cell signal transmission. We also have conducted 
translational research activities in conjunction with Hoshi University, National Cancer Center Japan and Jikei
University School of Medicine with the guidance from visiting professors. Our focus is to benefit the clinical 
practice with the results of research activities.

1. Epidemiological study: Current status and related factors of chronic pains

2. Clinical study: (1) Treatment responsiveness for neuropathic pain, (2) Multifaceted evaluation of pain syndromes 
to define their characteristics and (3) Risk factors to chronic postsurgical pains

3. Basic/translational research: (1) Effects of analgesics to the glia cell signal transmission, (2) Molecular biological 
clarification of the mechanism of exercise-induced hypoanalgesia, (3) Relationship between the neuropathic pain 
and epigenetic modification, (4) Mechanism of chronic postsurgical pains and (5) Pharmacological characteristics 
of opioid analgesics
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国内学会発表 21 河合愛⼦;⼭⽥恵⼦;濱岡早枝⼦;千葉聡⼦;⼭⼝敬介;井関雅⼦:当科における慢性疼痛初診患者を国際疾病分類第11版(ICD-11)で分類しBPIを⽐較検討した. 第41回⽇本
疼痛学会.名古屋.2019.7.13.

国内学会発表 22 河内順、菊地利浩、岡⽥尚⼦、⽥邉豊、⽔品由佳、天野功⼆郎. 周術期ガイドラインに沿った抗凝固療法施⾏にも関わらず硬膜外⾎腫が⽣じた1例、⽇本⿇酔科学会関東甲信越・
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国内学会発表 23 川越　いづみ　⼭⼝敬介　術後膿胸に対する再開胸⼿術でのESPB（Erector Spinae plane block）の臨床経験　。第6回区域⿇酔学会 2019/4/20 ⾼知

国内学会発表 24 川島恵⼦、権藤栄蔵、宇⽥川梨⼦、天野功⼆郎、宮崎⾥佳、吉川晶⼦、中村尊⼦、⽥邉豊︓末梢性顔⾯神経⿇痺が初発症状となったがん性髄膜炎症例。第33回東京・南関東
疼痛懇話会　東京、2019　2⽉2⽇

国内学会発表 25 熊⾕梓,森悠,⼭根由唯,アイカルディ症候群の患児に対して全⾝⿇酔を⾏った⼀例,⽇本⼩児⿇酔学会第25回⼤会,⽶⼦,2019年11⽉17⽇

国内学会発表 26 洪景都　久⽶村正輝　櫻庭園⼦　藤野隆史，頸椎⼿術の術後鎮痛におけるESPBの有効性の検討、⽇本区域⿇酔学会第6回学術集会、⾼知市、2019年4⽉20⽇

国内学会発表 27 河内⼭　宰、低肺機能患者の腹腔鏡下腸切除　呼吸器内科より全⾝⿇酔困難。脊髄くも膜下⿇酔依頼の肺気腫患者、第66回⽇本⿇酔科学会、神⼾、2019年5⽉31⽇

国内学会発表 28 権藤栄蔵、天野功⼆郎、⽥邉豊︓直線偏光近⾚外線のSG照射におけるサーモグラフィーによる検討。第31回⽇本レーザー治療学会　東京、2019　6⽉23⽇

国内学会発表 29 櫻⾕ 初奈,佐藤 ⼤三, ⾨倉 ゆみ⼦, 安藤 望, 三⾼ 千恵⼦, 稲⽥ 英⼀. ⾷道癌術後に間質性肺炎急性増悪が疑われた1例. ⽇本⿇酔科学会 2019年度⽀部学術集会.東
京.2019. 9.7

国内学会発表 30 佐藤 ⼤三,⼭⼝ 知紀、河内⼭ 宰.低肺機能患者の腹腔鏡下腸切除 呼吸器内科より全⾝⿇酔困難、脊髄くも膜下⿇酔依頼の肺気腫患者 . ⽇本⿇酔科学会第 66 回学術集会,
神⼾, 2019.5.31

国内学会発表 31 ⾓倉弘⾏︓シンポジウム「輸液管理up to DATE」ー産科⿇酔領域における輸液管理の諸問題、第5回急性期輸液管理研究会、東京、2019年8⽉3⽇

国内学会発表 32 ⾓倉弘⾏︓シンポジウム「侵襲的医療⾏為と予期せぬ死亡事故」ー無痛分娩の実態把握及び安全管理体制の構築について、医事法制研究会、軽井沢町、2019年11⽉８⽇

国内学会発表 33 ⽟川隆⽣　井関雅⼦︓腰部脊柱管狭窄症による左下肢痛を発症した関節リウマチ患者に対して脊髄刺激電極埋め込み術を施⾏した1例.第48回⽇本慢性疼痛学会.岐
⾩.2019.2.16.

国内学会発表 34 ⾼野真美　共同演者︓福⽥　征孝、⼭本　牧⼦、林⽥　眞和、演題︓⾼度肝機能障害で発⾒された慢性⼤動脈解離の１例、学会名︓⽇本⼼臓⾎管⿇酔科学会第24回学術⼤
会、場所︓国⽴京都国際会館、発表年⽉⽇︓2019年９⽉２１⽇

国内学会発表 35 多賀慶⼦,森悠,渡部晃⼠,⼤和⽥哲郎,神⼭洋⼀郎,左肺全摘術後,緊張性気胸になり,術数時間後に⼼臓ヘルニアで再⼿術した症例,⽇本臨床⿇酔学会第39回⼤会,軽井
沢,2019年11⽉9⽇

国内学会発表 36 ⽥中　英⽂，当院における⼩児術前投薬導⼊後の経過と⿇酔科医、看護師に対するアンケート調査からの問題点抽出、第25回⼩児⿇酔学会、⽶⼦，2019年11⽉17⽇

国内学会発表 37 千々和優介、平島潤⼦、⽯川晴⼠、広⼭万希⼦、⾒市光寿、横⽥美幸.　婦⼈科腫瘍患者における術前DVTスクリーニングとして有⽤な予測因⼦の検討. 〜D-dimerを中⼼として〜
（社）⽇本⿇酔科学会　第66回学術集会、神⼾　2019年5⽉31⽇

国内学会発表 38 塚⽥⾥奈,渡部晃⼠,森悠,神⼭具也,⼤和⽥哲郎,神⼭洋⼀郎,妊婦脳出⾎に対する開頭⾎種除去術中、胎児⼼拍モニタリングを併⽤した⼀例,関東甲信越・東京⽀部第59回合同
学術集会,東京,2019年9⽉7⽇



国内学会発表 39 中村 かんな, 飯⽥ 史絵, 松本 園⼦, 今井 美奈, ⽥中 純哉, 光畑 裕正, ⼭⼝ 敬介︓⼤防⾵湯の慢性疼痛に対する効果の検討︓第53回⽇本ペインクリニック学会総会、熊本、
2019年7⽉12⽇

国内学会発表 40 中村尊⼦、⽥邉豊、天野功⼆郎、権藤栄蔵、吉川晶⼦︓トラマドール塩酸塩を過量服⽤した難治性糖尿病性障害性疼痛の症例。第49回⽇本慢性疼痛学会　岐⾩、2019　2⽉
16⽇

国内学会発表 41 新⾒奈央⼦,渡部晃⼠,保利直助,森悠,神⼭具也,⼤和⽥哲郎,神⼭洋⼀郎,頸椎術後患者に対する脊髄刺激療法の使⽤経験,⽇本ペインクリニック学会第53回⼤会,熊本,2019年
7⽉20⽇

国内学会発表 42 濱岡早枝⼦、⽟川隆⽣、千葉聡⼦、河合愛⼦、井関雅⼦、亜急性期の上肢帯状疱疹痛に対して脊髄刺激療法が有効だった⼀例、第33回⽇本ニューロモデュレーション学会、東京、
2019年5⽉11⽇

国内学会発表 43 濱岡早枝⼦、榎本達也、千葉聡⼦、河合愛⼦、井関雅⼦、⽚側性の胸背部痛の原因として胸椎椎間孔へのピロリン酸カルシウム沈着が疑われた症例、⽇本ペインクリニック学会第53
回学術集会、熊本、2019年7⽉19⽇

国内学会発表 44 原厚⼦・川越いづみ・千葉聡⼦・井関雅⼦、当院での術後痛患者への⿇酔科医の役割ー今後の関わりを考えるー,⽇本慢性疼痛学会,岐⾩,2019/2/15

国内学会発表 45 平井 歌織、川越 いづみ、林⽥ 眞和、佐藤 ⼤三,  ⽵郷 笑⼦、稲⽥ 英⼀ .左上葉切除後患者と左上⼤区域切除後患者での 左主気管⽀の変形⾓についての⽐較検討,　⽇本⿇
酔科学会第 66 回学術集会,　神⼾, 2019.5.31

国内学会発表 46 平井歌織 福⽥征孝　佐藤⼤三　洪景都、ロボット⽀援膀胱全摘術後にコンパートメント症候群を起こした⼀症例、⽇本⿇酔科学会　関東甲信越・東京⽀部第59回合同学術集会、
東京、2019年9⽉7⽇

国内学会発表 47 平井歌織　櫻庭園⼦　久⽶村正輝　洪景都　尾前毅、気切孔からの換気が困難となった原因が⾷道拡張によるものと考えられた⼀例、⽇本臨床⿇酔学会第39回⼤会、軽井沢町、
2019年11⽉9⽇

国内学会発表 48 藤野隆史、Pericapsular Nerve Group(PENG)blockの効果範囲についての検討、⽇本区域⿇酔学会、⾼知、2019/04/18

国内学会発表 49 松本園⼦  飯⽥史絵　  服部政治  ⼭⼝敬介 無⽔エタノールを使⽤できず苦慮した末期ガン症例〜早期の倫理委員会承認と神経破壊薬の適応拡⼤について〜第6回　⽇本区域⿇
酔学会　⾼知　2019年4⽉21⽇

国内学会発表 50 松本 園⼦, 斎藤 貴幸, 飯⽥ 史絵, 今井 美奈, 中村 かんな, ⼭⼝ 敬介︓難治性会陰部痛・肛⾨部痛に対する漢⽅薬有効症例の検討　第53回⽇本ペインクリニック学会総会、熊
本、2019年7⽉12⽇

国内学会発表 51
⽔野 樹．合成ゴムのポリクロロプレンゴム製⼿術⽤⼿袋ガメックスパウダーフリーAFマイクロ®の熱⽼化特性．第31回⽇本⽼年⿇酔学会．2019（平成31）、2、2、11︓40〜12︓
20、がん研究会有明病院・吉⽥記念講堂、横⽥美幸（がん研究会有明病院副院⻑ ⿇酔科部⻑）、⼀般演題1（⽼年⿇酔の諸問題1）、O－17、⼝演発表（第31回⽇本⽼年
⿇酔学会　プログラム集・抄録集 p.59、2019)

国内学会発表 52

⽔野 樹、⿑藤光江．⾼齢乳腺⼿術患者において理解しやすい全⾝⿇酔説明⽤媒体はDVDか⼩冊⼦か．第27回⽇本乳癌学会学術総会、2019（平成31）、7、11、（7、11-
13）、京王プラザホテル・新宿NSビル、佐伯俊昭、埼⽟医科⼤学国際医療センター 乳腺腫瘍科、デジタルポスター57 特定の患者、病態別診療 ⑤（⾼齢者乳癌）レーン9、15:20
〜16:35、DP-1-57-11、デジタルポスター、新宿NSビルB1F 中展⽰ホール、座⻑、枝園忠彦（岡⼭⼤学病院乳腺・内分泌外科）、(第27回⽇本乳癌学会学術総会ホームペー
ジ、P127、P483、2019)(第27回⽇本乳癌学会学術総会プログラム集、P133、2019)

国内学会発表 53

⽔野 樹、斎藤由美⼦、斎藤安規．腰背部痛に対するウォーターベッド型マッサージ装置アクアコンフォートスフィアによる疼痛軽減効果．⽇本ペインクリニック学会第53回⼤会、2019、
7、19、（7、18-20）、熊本県⽴劇場・熊本学園⼤学、⼭本達郎、熊本⼤学⼤学院⽣命科学研究部 ⿇酔科学分野、⼀般演題（⼝演）1、9:10̶10:10、P-、⼝演、熊本県
⽴劇場　2Ｆ　第1練習室、座⻑、廣⽥和美（弘前⼤学医学部⿇酔科学教室）(⽇本ペインクリニック学会誌Journal of Japan Society of Pain Clinicians 26(3), P45, 
2019)（⽇本ペインクリニック学会第53回⼤会ポケットプログラム集、p52）



国内学会発表 54
⽔野 樹、稲⽥英⼀、猪俣武範、野尻宗⼦．標準正規分布と箱ひげ図を⽤いた実施⼿術時間の外れ値の検出．公益社団法⼈⽇本⿇酔科学会2019年度⽀部学術集会（関東甲
信越・東京⽀部）、京王プラザホテル　新宿、⼩森万希⼦、東京⼥⼦医科⼤学東医療センター、セッション番号︓ポスター[P20-03]、セッション名︓医療の質（⼿術室）、会場︓【本
館4階】、11:20〜13:20、ポスター発表、座⻑、（鈴⽊利保）（公益社団法⼈⽇本⿇酔科学会2019年度⽀部学術集会プログラム集. P87, 2019）

国内学会発表 55
⽔野 樹、猪俣武範、野尻宗⼦、稲⽥英⼀．局所⿇酔下⽔晶体再建術の⼿術時間延⻑症例の検出．⽇本臨床⿇酔学会第39回⼤会、齋藤 繁、群⾺⼤学⼤学院医学系研究科 
⿇酔神経科学講座、2019、11、8(2019、11、7-9）、16:28-17:16、ミニオーラル会場2（軽井沢プリンスホテルウエスト　つつじ）、医療の質・医療システム2、MO-132、⼀般演
題、⼝演、⽇本臨床⿇酔学会誌 39(6) suppl︓S、2019、⽇本臨床⿇酔学会第38回⼤会プログラム p81、2019)

国内学会発表 56 森島光⼀郎、⼤⾥彰⼆郎、⼭本理恵、吉岡清佳、⽯川晴⼠、横⽥美幸.　⼈⼯気胸を⽤いた腹臥位胸腔鏡下⾷道切除術における術後合併症の検討.　（社）⽇本⿇酔科学会　第66回
学術集会、神⼾　2019年5⽉31⽇

国内学会発表 57 森⽥由紀,中筋あや,保利直助,渡部晃⼠,⼤和⽥哲郎,神⼭洋⼀郎,低左⼼機能を伴うカテコラミン⼼筋症を合併した副腎腫瘍摘出術の⿇酔経験,関東甲信越・東京⽀部第59回合
同学術集会,東京,2019年9⽉7⽇

国内学会発表 58 ⼭⼝敬介、井関雅⼦︓パーキンソン病に伴う腰痛に対して脊髄刺激療法が有効であった2例　第33回ニューロモデュレーション学会、東京、2019年5⽉11⽇

国内学会発表 59 ⼭⼝ 敬介, 飯⽥ 史絵, 松本 園⼦, 中村 かんな, 秋⼭ 絢⼦, 今井 美奈, ⾼倉 朋和︓パーキンソン病に伴う腰痛に対して脊髄刺激療法が有効であった2例第41回⽇本疼痛学会、
名古屋、2019年7⽉12⽇

区分 番号 学位
論⽂ 全著者名,論⽂名,掲載誌名, 掲載年︔巻（号）︓ページ番号 国際共同

特別講演・
招待講演 1 井関雅⼦︓慢性疼痛治療ガイドラインを紐解けば.第48回関東整形災害外科学会.東京.2019.4.18.

特別講演・
招待講演 2 井関雅⼦︓運動器慢性疼痛に関する最新の知⾒　ペインクリニックからみた運動器慢性疼痛の病態⽣理・診断・治療.第48回⽇本脊椎脊髄病学会.横浜.2019.4.18.

特別講演・
招待講演 3 井関雅⼦︓運動器慢性疼痛の病態⽣理と診療上の課題　ペインクリニックの⽴場より. ⽇本リウマチ学会総会.京都,2019.4.17.

特別講演・
招待講演 4 井関雅⼦︓神経障害性疼痛の薬物療法.滝井整形外科地域連携会.⼤阪.2019.7.6

特別講演・
招待講演 5 井関雅⼦︓運動器疼痛の薬物療法.印旛市医師会学術講演会.千葉.2019.7.6.

特別講演・
招待講演 6 井関雅⼦︓神経障害性疼痛の新たな展開.船橋疼痛治療を考える会. 千葉.2019,8,6.

特別講演・
招待講演 7 ⽯川晴⼠.　⾷道がん⼿術の⿇酔管理〜特に腹臥位胸腔鏡下⼿術について〜.　第３回⾷道周術期管理セミナー、コヴィディエンジャパン株式会社 本社　2019年1⽉26⽇（⼟）

特別講演・
招待講演 8 ⽯川晴⼠.　⾼齢者がん患者の周術期管理　〜呼吸器合併症を来たさないために.　第31回⽇本⽼年⿇酔学会、東京、がん研究会有明病院・吉⽥記念講堂 他　2019年2⽉2⽇（⼟）

特別講演・
招待講演 9 稲⽥英⼀︓循環系解剖⽣理、⼤韓外傷看護研究会、ソウル、韓国、2019年8⽉31⽇

特別講演・
招待講演 10 稲⽥英⼀︓⾎⾏⼒学指標の理解、⼤韓外傷看護研究会、ソウル、韓国、2019年8⽉31⽇



特別講演・
招待講演 11 岡崎敦、がん性疼痛も慢性疼痛、⽇本⿇酔科学会　東海・北陸⽀部第17回学術集会　共催セミナー、名古屋、2019年9⽉7⽇

特別講演・
招待講演 12 岡⽥尚⼦．妊婦の⾮産科的⼿術の⿇酔．（2019/05/30 第66回学術集会　リフレッシャーコース　神⼾ポートピアホテル）

特別講演・
招待講演 13 岡⽥尚⼦．教育講演︓⿇酔科医のための無痛分娩⼊⾨．第123回⽇本産科⿇酔学会、昭和⼤学上條記念館．2019年11⽉23⽇．

特別講演・
招待講演 14 岡⽥尚⼦︓中規模施設における産科危機的出⾎への対応．⾚⼗字⾎液シンポジウム　関東甲信越 招聘講演．2019年11⽉30⽇　よみうりホール．

特別講演・
招待講演 15 尾前毅、症例報告を書こう　⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会　第24回学術⼤会　シンポジュウム5（症例報告︓症例をどう選ぶ︖どう管理する︖）、京都、2019年9⽉21⽇

特別講演・
招待講演 16 尾前毅、⿇酔科⽂献レビュー︓新しい抗凝固薬に対する周術期の対処　⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会　第24回学術⼤会　専⾨医コースレクチャー、京都、2019年9⽉22⽇

特別講演・
招待講演 17 尾前毅、Point of care モニターを核とした⼼臓⾎管⼿術時の⾎液凝固戦略　⽇本⼼臓⾎管⿇酔学会　第24回学術⼤会　ランチョンセミナー２、京都、2019年9⽉22⽇

特別講演・
招待講演 18 川越いづみ　「seeing is believing」Majo会　講演　2019/1/19 渋⾕

特別講演・
招待講演 19 川越いづみ「About bronchoschope」　2019/1/20　デンマーク⼤使館

特別講演・
招待講演 20 川越いづみ　「 気道管理のいま　声⾨上器具から分離肺換気まで」　2019/5/31　第66回⽇本⿇酔科学会学術集会　ランチョンセミナー

特別講演・
招待講演 21 川越いづみ　第66回⽇本⿇酔科学会学術集会　招請講演　「ロボット⽀援下呼吸器外科⼿術の⿇酔管理」　2019/5/30

特別講演・
招待講演 22 川越いづみ　「seeing is believing」ストルツ本社社員教育講演 2019/7／4 東京

特別講演・
招待講演 23 川越いづみ　「ロボット⽀援下呼吸器外科⼿術の⿇酔管理」講演　2019/8/15　⼭形　⽇本海病院

特別講演・
招待講演 24 川越いづみ　⽇本⿇酔科学会第59回東京関東甲信越地⽅会　リフレッシャーコース　「呼吸器外科⿇酔のtips and tricks」　2019/9/7 京王プラザ

特別講演・
招待講演 25 川越いづみ　慈恵医⼤　⿇酔科　勉強会　ハンズオンセミナー講師　2019/11／2 　慈恵医⼤

特別講演・
招待講演 26 川越いづみ　第39回　⽇本臨床⿇酔学会　DAM 分離肺換気ハンズオンセミナー　チーフインストラクター　2019/11/8,9 軽井沢　

特別講演・
招待講演 27 川越いづみ　第39回　⽇本臨床⿇酔学会　神経ブロックセミナー　胸部ブロックアドバンスト講師　2019/11/8　軽井沢

特別講演・
招待講演 28 川越いづみ　⽇本区域⿇酔学会認定　神経ブロックハンズオンセミナー　講師　2019/12/7　順天堂⼤学

特別講演・
招待講演 29 久⽶村正輝（インストラクター）、⼩児の神経ブロック、⽇本⼩児⿇酔学会第25回⼤会　ハンズオンセミナー1、⽶⼦市、2019年11⽉16⽇

特別講演・
招待講演 30 久⽶村正輝（インストラクター）、⼩児のABCD-sonography、⽇本⼩児⿇酔学会第25回⼤会　ハンズオンセミナー2、⽶⼦市、2019年11⽉17⽇



特別講演・
招待講演 31 ⾓倉弘⾏、ランチョンセミナー「脊髄幹⿇酔に伴う体温調節異常」、⽇本周⿇酔期看護学会第1回学術集会、東京、2019年2⽉18⽇

特別講演・
招待講演 32 ⾓倉弘⾏、ランチョンセミナー「帝王切開のための脊髄幹⿇酔︓up to DATE」、⽇本区域⿇酔学会第5回学術集会、松本、2019年4⽉19⽇

特別講演・
招待講演 33 ⾓倉弘⾏、特別講演「無痛分娩の合併症の早期発⾒と対応ー助産師の役割」、 東京⺟性衛⽣学会学術集会、東京、2019年5⽉18⽇

特別講演・
招待講演 34 ⾓倉弘⾏、特別講演「産科⿇酔の最近の動向」、⼭梨⿇酔研究会、甲府、2019年5⽉24⽇

特別講演・
招待講演 35 ⾓倉弘⾏、ランチョンセミナー「無痛分娩の合併症対策」、⽇本⿇酔科学会第66回学術集会、神⼾、2019年6⽉1⽇

特別講演・
招待講演 36 ⾓倉弘⾏、教育講演「無痛分娩の理論と実践」、⽇本臨床⿇酔学会第39回⼤会,軽井沢,2019年11⽉7⽇

特別講演・
招待講演 37 ⾓倉弘⾏、特別講演「帝王切開術の⿇酔の基本」、島根⿇酔学会、出雲、2019年12⽉7⽇

特別講演・
招待講演 38 ⾓倉弘⾏、特別講演「産科⿇酔領域における輸液管理の諸問題」、埼⽟輸液管理研究会、川越、2019年12⽉21⽇

特別講演・
招待講演 39 ⽥邉豊︓ペインクリニックの継承〜未来を考える。第8回北関東・甲信越ペインクリニック学会　特別講演　⼤宮、2019　3⽉24⽇

特別講演・
招待講演 40 ⽥邉豊︓平成32年度診療報酬改定について考える2020年プラン⽇本ペインクリニック学会の評価と要望　総務委員会企画 ⽇本⿇酔科学会第66回学術集会　神⼾、2019　5⽉

30⽇
特別講演・
招待講演 41 ⽥邉豊︔2020年診療報酬改定について　第53回⽇本ペインクリニック学会健康保険検討委員会企画　熊本、2019　7⽉19⽇

特別講演・
招待講演 42 三⾼千恵⼦、尿中バイオマーカーNGALの役割と臓器不全との関係、第47回⽇本救急医学会学術集会ランチョンセミナー、東京国際フォーラム、2019年10⽉4⽇

特別講演・
招待講演 43 ⼭⽥恵⼦︓カナダにおける休職中慢性痛患者に対する復職に向けた⼼理社会的介⼊プログラムと医療連携について.平成30年度厚⽣労働省慢性疼痛診療体制構築モデル事業・平

成30年度第2回痛みと⼼のカファレンス.東京.2019.1.17
特別講演・
招待講演 44 ⼭⽥恵⼦︓カナダにおける医療⽤⿇薬、医療⽤カンナビノイドの乱⽤問題と規制について. 第39回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム.東京. 2019.8.23

区分 番号 学位
論⽂ 全著者名,論⽂名,掲載誌名, 掲載年︔巻（号）︓ページ番号 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 井関雅⼦　【関東甲信越代表研究者】厚⽣労働科学研究費補助⾦　慢性疼痛診療体制構築モデル事業　2019年4⽉1⽇〜2020年3⽉31⽇

その他
（広報活動を含む）

2 井関雅⼦【分担研究者】厚⽣労働科学研究費補助⾦平成31年度厚⽣労働⾏政推進調査事業　慢性疼痛診療システムの均てん化と痛みセンター診療データベースの活⽤による医療
向上を⽬指す研究（研究代表者︓福島医科⼤学疼痛医学講座　⽮吹省司）2019年4⽉1⽇〜2020年3⽉31⽇

その他
（広報活動を含む）

3 井関雅⼦　【分担研究者】厚⽣労働科学研究費補助⾦医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業医療⽤⿇薬の乱⽤リスク要因の分析と適正使⽤促進のための研究.
医療⽤⿇薬の乱⽤リスク要因の分析と適正使⽤促進のための研究(研究代表者︓　獨協医科⼤学　⿇酔科　⼭⼝重樹）2019年4⽉1⽇〜2020年3⽉31⽇

その他
（広報活動を含む）

4 井関雅⼦︓⽇本⿇酔科学会理事



その他
（広報活動を含む）

5 井関雅⼦︓⽇本ペインクリニック学会理事

その他
（広報活動を含む）

6 井関雅⼦︓⽇本疼痛学会理事

その他
（広報活動を含む）

7 井関雅⼦︓⽇本慢性疼痛学会理事

その他
（広報活動を含む）

8 井関雅⼦︓⽇本運動器疼痛学会副理事⻑

その他
（広報活動を含む）

9 井関雅⼦︓⽇本ニューロモジュレーション学会学会理事

その他
（広報活動を含む）

10 井関雅⼦︓⽇本区域⿇酔学会評議員

その他
（広報活動を含む）

11 井関雅⼦︓⽇本臨床⿇酔会評議員

その他
（広報活動を含む）

12 井関雅⼦︓⽇本頭痛学会代議員

その他
（広報活動を含む）

13 井関雅⼦︓⽇本精神神経薬理学会評議員

その他
（広報活動を含む）

14 井関雅⼦︓第33回⽇本ニューロモデュレーション学会会⻑2019.5.11.都市センターホール

その他
（広報活動を含む）

15 井関雅⼦︓第39回オピオイドペプチドシンポジウム会⻑.2019.8.23-24　順天堂⼤学A研究棟13

その他
（広報活動を含む）

16 R Inoue, Excellent Presentation Award for AsCNP2019, Asian College of Neuropsychopharmacology, October 13, 2019

その他
（広報活動を含む）

17
Hisako Okada. PodCast Japanese Translation. Anesthesiology. September 2019. 
http://hwcdn.libsyn.com/p/4/6/f/46facccd1a265370/ASA_Japanese-09-2019-Vicki-
Edited.mp3?c_id=51732350&cs_id=51732350&expiration=1570383094&hwt=daf7f47bf66f2af2854315181b4002af

その他
（広報活動を含む）

18 岡崎敦、BLSヘルスケア―プロバイダーコース（ファシリテーター）、伊⾖の国市、2019年3⽉16⽇

その他
（広報活動を含む）

19 岡崎敦、ACLSプロバイダーコース（ファシリテーター）、伊⾖の国市、2019年6⽉15、16⽇

その他
（広報活動を含む）

20 岡崎敦、BLSヘルスケア―プロバイダーコース（ファシリテーター）、伊⾖の国市、2019年9⽉7⽇

その他
（広報活動を含む）

21 尾前毅、輸⾎と輸液と循環管理、宮城バイタルサインセミナー、仙台市、2019年10⽉26⽇

その他
（広報活動を含む）

22 岡崎敦、PEACE　がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会における講義（ファシリテーター），順天堂⼤学静岡病院緩和ケア研修会，伊⾖の国市，2019年10⽉27⽇

その他
（広報活動を含む）

23 岡崎敦、ACLSプロバイダーコース（ファシリテーター）、伊⾖の国市、2019年11⽉16、17⽇



その他
（広報活動を含む）

24 菊地利浩、「肺⾎栓塞栓症　〜なんといっても予防が⼤事〜」、周術期セミナー　〜⾼リスク患者の周術期管理を考える〜、東京　2019. 1.27

その他
（広報活動を含む）

25 ⾓倉 弘⾏︓無痛分娩の現状と新⽣児科の先⽣⽅へのお願い、⼩児内科　2019: 51; 707-708

その他
（広報活動を含む）

26 ⽥邉豊、宮崎東洋、川真⽥樹⼈、⾼雄由美⼦、⻄⽊⼾修︔⽇本ペインクリニック学会第53回⼤会をふりかえって。ペインクリニック,2019 40:1273-1303

その他
（広報活動を含む）

27 がん性疼痛に対してオピオイドを選択する際のタペンタドールの位置づけ　第48回⽇本慢性疼痛学会モーニングセミナー座⻑　岐⾩　2⽉16⽇、2019

その他
（広報活動を含む）

28 運動療法のUP to date　第48回⽇本慢性疼痛学会シンポジウム2座⻑ 岐⾩、2019　2⽉16⽇

その他
（広報活動を含む）

29 ⽥邉豊︔がん患者の痛みのアプローチ。⽇本臓器社内研修　東京、2019 11⽉28⽇

その他
（広報活動を含む）

30 第31回⽇本レーザー治療学会　シンポジウム8 痛みにおけるLLLTの評価座⻑　東京、2019　6⽉23⽇

その他
（広報活動を含む）

31 保険診療請求の基礎と2020年診療報酬改定について　第53回⽇本ペインクリニック学会健康保険検討委員会企画座⻑　熊本、2019　7⽉19⽇

その他
（広報活動を含む）

32 ⽥邉豊︔慢性疼痛管理でのペインクリニシャンの役割〜神経ブロックを中⼼として〜第17回痛みの臨床フォーラム　⼤阪　2019　2⽉2⽇

その他
（広報活動を含む）

33 千葉聡⼦、「2. 慢性疼痛の薬の使い⽅」、厚⽣労働省令和元年度順天堂⼤学第1回慢性疼痛診療体制構築モデル事業連携⼤学合同慢性疼痛診療研修会、2019年12⽉8⽇

その他
（広報活動を含む）

34 ⽔野 樹、⼩松愛⼦︓アルコールによる⾝体障害．Tabito 92︓1、2019

その他
（広報活動を含む）

35 ⽔野 樹、⼩松愛⼦︓花粉症．Tabito 93︓3、2019

その他
（広報活動を含む）

36 ⽔野 樹、⼩松愛⼦︓健康診断．Tabito 94︓3、2019

その他
（広報活動を含む）

37 ⽔野 樹、⼩松愛⼦︓たばこによる健康被害と受動喫煙．Tabito 95︓3、2019

その他
（広報活動を含む）

38 ⽔野 樹、宮⾕内愛⼦︓⻭周病を予防するための⻭磨き．Tabito 96︓1、2019

その他
（広報活動を含む）

39 ⽔野 樹、宮⾕内愛⼦︓デスクワークによる肩こりの原因と予防．Tabito 97︓3、2019

その他
（広報活動を含む）

40 ⽔野 樹．印象記 第19回韓国集中治療医学会 ⽇本集中治療医学会 学術交流合同会議．臨床⿇酔 43(8): 1149-1150, 2019

その他
（広報活動を含む）

41 ⽔野 樹、⿑藤光江、花岡⼀雄︓⽂献抄訳．Spivey TL, Gutowski ED, Zinboonyahgoon N, et al. Chronic pain after breast surgery: A prospective, 
observational study. Ann Surg Oncol. 25:2917-2924,2018.ペインクリニック 40(2)︓269、2019

その他
（広報活動を含む）

42
⽔野 樹、⿑藤光江、花岡⼀雄︓⽂献抄訳．Onishi E, Murakami M, Nishino R, et al. Analgesic effect of double-level retrolaminar paravertebral block for 
breast cancer surgery in the early postoperative period: A placebo-controlled, randomized clinical trial. Tohoku J Exp Med 245: 179-185, 2018.ペイン
クリニック 40(6)︓848、2019



その他
（広報活動を含む）

43

Hirotsugu Okamoto, Ju Mizuno. Chair Poster Presentation. Title of Session: Anesthesia for Neurosurgery 1. The 6th Congress of Asian Society for 
Neuroanesthesia and Critical Care :ASNACC. Anesthesia for neurosurgery 1, ASNACC-P050, 2019,3,15, 10︓45〜11︓45, Nara Kasugano 
International Forum 甍 IRAKA, Nara, JAPAN, Masahiko Kawaguchi (Professor and Chairman, Department of Anesthesiology, Nara Medical University) 
(The 6th Congress of Asian Society for Neuroanesthesia and Critical Care. The 23rd Annual Meeting of Japanese Society for Neuroscience in 
Anesthesia and Critical Care.Program/Abstract. p.38, 2019)

その他
（広報活動を含む）

44 ⽔野 樹．⽇本蘇⽣学会指導医認定委員会副委員⻑

その他
（広報活動を含む）

45 ⼭⽥恵⼦ 【分担研究者】 AMED慢性の痛み解明研究事業. 怒りや恨み、不公平感などの情動に伴う慢性疼痛の実態に関する研究. 怒りを伴う慢性疼痛に関するシステマティックレ
ビュー（研究代表者︓奈良学園⼤学　柴⽥政彦）2018年4⽉1⽇〜2020年3⽉31⽇

その他
（広報活動を含む）

46 ⼭⽥恵⼦︓⽇本疫学会代議員
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